
 

 

令和６年３月２１日 

 

お 知 ら せ 

 

 

 

 

技術の実用化・製品化をめざす 

共同研究の参加企業を募集します！ 
（令和６年度 実用化技術開発事業） 

 

 

 工業技術センターでは、企業等において基礎研究を終えた技術の実用化・製品化

をめざして、企業等と共同で研究開発を行う『実用化技術開発事業』を実施しており

ます。 

令和６年度は、次の内容により参加企業等の募集を行いますので、お知らせします。 

なお、本件に関しては、岡山経済金融記者クラブにもお知らせしています。 

 

 

記 

 

１ 募集対象 

実用化研究を行うことができる企業等 

※「企業等」とは実用化研究の遂行に必要な技術開発能力をもつ企業及び法人格を

有する団体等をいいます。 

 

２ 令和６年度の研究開発課題 

裏面に記載のとおり 

 

３ 事業の進め方と費用分担 

・企業等が当センターから提供された技術シーズを基に、試作品の開発を当セン

ターと共同で行う。 

・必要に応じて企業等の研究者を当センターに受け入れて実施する。 

・企業等は研究経費の半額を負担する。 

 

４ 問合せ・参加申込み先 

(1) 申 込 先：岡山県工業技術センター 研究企画部：窪田、黒木 

                TEL：086-286-9601 FAX：086-286-9630 

                E-mail：kougi-kikaku@pref.okayama.lg.jp 

(2) 受付期間：令和６年３月２１日（木）～４月１９日（金） 

 

５ その他 

応募要領等の詳細はホームページに掲載しています。 

 (https://www.pref.okayama.jp/site/kougi/ ) 

岡山県工業技術センター 

担 当：研究企画部 

     窪田、黒木 

電 話：086-286-9601 

http://www.pref.okayama.jp/site/kougi/index.html


 

 

 

 

 

 

①繊維製品の高付加価値化と環境負荷低減を両立した染色加工技術の確立 

ジーンズなどの繊維製品の品質向上と製造工程における排水量低減の両立を目

的に、染色技術、脱色技術などの要素技術の高度化、製造工程全体の最適化のため

の研究開発を行う。 

 

 

②表面特性や設計手法の高度化による新製品・新技術の開発 

金属や樹脂製品などの高機能化、長寿命化、開発・製造コストの削減を目的に、

表面改質技術、製品の設計手法や製造技術の高度化のための研究開発を行う。 

 

 

③マルチフィジクス解析を用いたシミュレーション技術の高度化 

製品の高性能化や生産性向上、開発サイクルの短期化などを強力に支援するた

め、様々な要因により製品に起り得る複数の物理現象をシミュレーション技術を活

用して高精度に再現し、課題解決につなげる研究開発を行う。 

 

 

④伝統的な清酒製造工程の評価と製造技術の安定化に向けた研究開発 

清酒製造現場における伝統的な製造工程の各要素技術について、特性評価と科

学的な検証を進めることで、データに基づく課題の解決と製造技術の安定化を図

るための研究開発を行う。 

 

 

⑤高分子材料の診断技術の高度化に関する研究 

ゴム・プラスチックなどの高分子材料の評価・解析、シミュレーション等の材料

診断技術の高度化に取り組み、これらを材料開発に活用することで、製品の付加価

値向上を図るための研究開発を行う。 

令和６年度研究開発課題 


